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北海道大学附属図書館報
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上野の参考課

戸 和田謹 吾

図書館が小説の中に描がかれるということはあまりないのではあるまいか。その数少ない

一つとして，私は夏目欺石の『三四郎』の図書館の場面が好きである。あれは三四郎が初めて

東大の図書館に入った時の描写だが，私が初めて帝国図書館に足を踏承入れた時のことがまざ

まざと,思い出される。東京での中学生時代であった。陪い半地下の受付口を通って階上に出る

と，天井の高いガッシリした木組みの目録室があった。そこに，長い足のついた木製のカー

ド･ボックスが四方の壁面と中央に何列か，ギッシリ並んでいた。私はまずその建物の構造に

威圧感を受け，次にその無数の引き出しの中のどこに私の目的とするカードがあるのかに途方

に暮れた。やっとそれらしき引き出しにたどりつき，カードを繰って見ると，こんどは何枚で

も同じような書名が続いていて，どれを借り出したらよいのか，判断のしょうがなかった。め

くら減法にカードに書き出して貸出口へ持って行くと，そこは本が出て来るのを待つ人で一杯

であった。カードを出してから本が出て来るまでに優に30分以上待たされた。やっと名前を

呼ばれて本を受け取って見ると，書名で期待していた本は貸出中で，渡された本は見当違いで

あった。止むを得ずそれを持って閲覧室に行くと，幾つもある広大な閲覧室は，空席を探さな

ければならぬほどに一杯であった。学生も街のおじさん風の人も，借り出した本を一心に読承

耽って，室内は森閑としていた。j私は席につくまでに疲れ，役に立たぬ借出し本を引つくり返

しながら，この人々はどうやって意に合った本をあのようにうまく借り出して読書に没頭でき

るのだろうと，不,思議に思った。時間ばかりかかって，結局見たい本の見られぬところという

のが，私の帝国図書館に対する第一印象であった。

戦後に，研究者としてどうしても上野で調べるより仕方のないテーマにぶつかって札幌か

ら上京した時，私は指導教授からの紹介状をもらって行った。参考課長の神田秀夫氏宛のもの

であった。私はその時まで参考課という名前も，それがなにをするところかも知らなかった。

神田さんは私を課員の朝倉治彦さんに引き合わせた。i私が朝倉さんに調査の目的を告げると，

氏はことば少なに2，3の質問をした後，私に参考課内の|燭覧席を指定して，ひとり書庫へ消え

た。やがて私の席に運び出された数々の書物は，実に適切に私の目的を叶えてくれた。自分で

カードをめくっていたら，いつめく･り合えるかわからないような善物であった。私は驚|奥し

た。あとから考えて見ればそれは当然のことで，神田さんも朝倉さんも大変な学識者で，やが

ては大学教授となったり，数々の水準の高い専I'ﾖ事典の編纂者になったりしておられる方々で
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ある。当時はそういうことを知らなかった駈け出しの研究者として，私は上野の参考課という

ところは摩詞不思議なおそろしいところだと思った記憶がある。

私の，上野の参考課通いはそれから10十年ほども続いたろうか。年に一度,1週間か10

日の出張をこの参考課の閲覧席に過ごすことがどれほど楽しく，待ち遠しかったことだろう。

大学図書館の参考業務はまた別な困難を伴うかと,思うが，そこを充実させてさらに若い研究者

たちの力になれる日を期待したい。

◆会議

第80回図書館委員会

くとき昭和51年9月27日（月）＞

＜ところ附属図書館会議室＞

1．閲覧個宰(第1．2種)選考について

2．報告事項

3．その他

第48回教養分館委員会

くとき昭和51年7月23日（金）＞

＜ところ教養分館長宰＞

1．昭和51年度「教官指定学生専門図評」の選定について

2．その他

第49回教養分館委員会

くとき昭和51年9月29日（水）＞

＜ところ教養分館長幸＞

1．昭和51年度「参考図苔」の選定について

2．昭和51年度教官閲覧室後期ゼミ使用申込(案）について

3．その他

全学図書(担当）掛長連絡会議

くとき昭和51年9月28日（火）＞

＜ところ附属図書館会議室＞

1．1977年度外国雑誌購入について

2．報告事項

3．その他

第26回北海道地区大学図書館協議会総会

くとき昭和51年10月1日（金）＞

＜ところ酪農学園大学＞

各館界の動向を含む報告，および前回の総会で決められた二つのワーキング・グループ（1．学術雑誌総合

目録，1977年版北海道地区版作成に関するワーキング･グループ，2．バック・ナンバー等の文献入手情報交換

に関するワーキング･グループ）の報告のあと，協議に入った。

協議事項：1）国立国会図考館所蔵和雑誌、録をデータ・ベースとした全叫It誌作成に関して，関係機関に

要望を行う件について，2）学術雑誌総合|]録（人文科･学欧文編）の早期発刊について，3)北海道図苔館関係職

員録の作成について。協議の結果，1),2)については，諸般のIf情もあり，当分I浄槻することとし,3)について

は，次年度から作成することとした。なお，前総会からワーキング･グループを作って検討してきた。B/N等

の文献入手‘情報の交換は，フォーマットも決定し，今後，各加盟館が情報を相互に流すこととした。次回（第
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27回)総会は，札幌大学で行うこととし，次回（第20回)研究集会は北海道大学と決定。

新常任幹事館北海道大学幹事館札'幌医科大学，札'幌大学，北海学園大学，北海道教育大学，北星大学

(順不同）監査館小樽商科大学，藤女子大学(順不同｝

第50次国立七大学附属図書館協議会

くとき昭和51年9月22日（水）＞

＜当番館名古屋大学＞

標記協議会は，文部省より前田情報図書館課長補佐，沙藤専門員の出席を得て，国立七大学の館長，事務

部長，課長出席のもとに開催された。提出協議課題は次のとおり。

1.新しし学術‘情報要求と中央図書館の対応について（京大）2.地域社会における大学図書館の利用・サービ

スについて（京大）3.第4次定員削減について（阪大，九大）4．特別図書購入費の継続配付について（九大）

5.外国雑誌収集特別予算措置について（九大）6.相互協力担当要員の確保について

承合事項

時間外開館(夜間及び土曜日午後）について，開館時間，職員の配置，手当などの実情について

◆学内だより

北大百年資料，写真展示会報告

北大創基百周年記念行事の一環として北大沿革資料，写真展示会を第1会場としてクラー

ク会館大集会室において開かれた。

展示内容は主に札幌農学校時代を中心とした。

開催期間中の入場者数は約5,000名（別表参照）にのぼり，この中には本学卒業生や旧職員

など本学に縁の深い人も多く，当時を'懐かしむ光景も見られた。

また，特に9月15日（祭日）には百周年記念日とあって一般市民等も多数会場を訪れた。

続いて10月5日から2日間水産学部で展示会を行った。短い展示会であったがピーアー

ルも良く（10月1日付け道新函館版掲載）入場者は約440名，開催期間中には学内で日本陸水

学会，学生の移行式などもかさなり訪れる人が多く，北大沿革資料等を熱心に観覧していた。

特に学生等は内村鑑三など第2期生の成績表，演武場（現時計台）の設計図，札幌農学校新入生

の学力を物語る学業履歴書やクラーク，ペンハロー，ブルックス，カッター，ピーポデイなど

の農学校初期のアメリカ人教師たちの講義の受講ノートに関心をもつ者が多かった。

また，第3回目は10月13日から10月15日まで（3日間）学生を対象に（9月14～9月18

日までの展示会は学生等が試験と重なったため）開かれた。入場者は約360名であった。ここ

でも学生達は北大百年のあゆぷを数多くの写真で目の当りに見，古き先輩の偉業に感じ入って

いた。また，この期間中も一般市民も多数観覧し中には農学校卒業生の有島武郎のお孫さん，

また同じく農学校卒業生の志賀重昂のお孫さんなど本州からわざわざこの展示会を観覧にこら

れ，祖父の学業等に感動されていたのが印象的であった。

展示物

資料関係（ケース19）

札'幌農学校文献

クラーク博士関係文献

受i溝ノートと卒業論文

本学の歴史を語る文献

創立25年，50年関係盗料

(381）
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本学出身者の伝記等

サマチューセッツ大学からの寄脳物

1．文書箱（クラーク家墓地のそばで育った楠の木で作製したもの｝

2．クラーク，ホイラー関係書簡（多数）

（主に両博士が近親者，友人にあてた私信）

写真関係(パネル8枚）

札'幌農学校時代

北海道帝国大学時代

北海道大学時代

マサチューセッツ大学から寄贈写真

計221占J､,、

計69点

、

蟻

第一会場クラーク会館展示場

入場者統計表

第1回目クラーク会館大集会室

昭和51年9月14日～9月181J（5日間）9時30分～16時まて

I

今

第2回目水産学部製図室

昭和51年10月4日～10月5日（2日間）10時～16時まで
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第3回目クラーク会館大集会室

昭和51年10月13日～10月15日（3日間）9時30分～16時まで

(閲覧課）

「英国二次資料展示会」の開催

標記の展示会が，去る10月20日より10月26日までの1週間，本館3階資料展示室で儲

催された。これらの資料は，文部省学術国際局情報図書館課を通じ，英国大使館情報部より摘

供され，その後国内数大学で順次展示されているものである。今般は，英国における自然科学，

農学，工学分野の主要な文献情報機関39団体が刊行する抄録誌，索引誌，レビュー誌等129租

を展示した。この種の展示は，本館職員にとっても，英国における文献情報活動の組織化の一

端に触れる機会を得たのは非常に有益であった。

P

◆研催

昭和51年度大学図書館職員長期研修に参加して
句0

中
心平 田 チ

標記の研修会は，昭和44年度より文部省と図書館短期大学の主催で実施されており，今年

度も，8月9日から9月3日までの約4週間にわたって，図書館短期大学を主会場として開催

された。

本研修の目的は，大学図書館が利用者の要求に即応した，図書資料及び情報提供体制を整

備する必要があり，その一環として，図書館業務の合理化，機械化によるサービス向上と，1芦

報提供等のサービスの質的改善を図り，それに応じる知識及び技術を，図書館職員に習得させ

るためのものである。

受講者は，国立大学30名，国立高専1名，公立大学1名，私立大学5名，計37名の図＝

館職員が受講した。

研修は講義（理論・演習)，見学，共同研究討議から成り，内容は，例年と大差はないよう

であるが，主要科目である，（1）大学図書館管理運営論（2）大学図書館業務のシステム化（3

大学図書館と情報サービスを中心に，その概要を紹介したい。

（1）大学図書館管理運営論

“大学図書館の経営管理"，“図ご当館活動とその評仙i法"，“大学図書館行政”について論ぜら

れたが，要約すると，情報化時代における大学図書館がおかれている立場，その進むべき方直

への分析，学術情報の処理体制化における大学図書館の役割，情報図書館課における施策と計

画事項の説明についてが，各論における中心論点であった。

（383）
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（2）大学図書館業務のシステム化

、､コンピュータによる情報サービス"，“システムとしての大学図書館"，‘‘電子計算機の概要

とその利用法､、等が，このテーマである。近年の学術情報量の急激な増加，あるいは新しい学

術領域の出現を見るなど，ますます複雑化し，これに伴う情報量の増大に対する利用者のニー

ズもまた増大し多様化してきており，この現象に対処するには，コンピューターの導入が，不

可欠条件となっている。図書館業務を機械化するための必要な問題として現状を把握し，業務

分析を充分に行ったうえで，フロー・チャートへと進むべきであること。米国や西独がcata-

loging中心に発展してきた状況に比し，日本の場合,House-keeping(管理的業務）や貸出業

務が先行している。機械化の理想的な姿はNetworkを作り,on-lineで結ぶことであるが，我

国の場合，図書館業務の電算化のためには，数値データより書誌的データ，即ち，漢字の入力

が不可欠の条件であり，国立国会図書館や,JICSTで漢テレによる入力を行っているとはい

え，技術面での漢字処理方式の開発，分ち書き規則の問題，経済面でのNetworkのための有

線回路の費用、人材養成等々，まだまだ根本的に解決すべき問題が山積している等，幅の広い

講義であった。

又講義と平行して行われた実習及び見学は、図書館短大のHITAC8210-24KB,コンピ

ューターを使用し，書誌索引の打ち出される過程、沖電気工業で簡単なプログラムを作成し，

OKI-TAC-4500を使いラインプリンターで打ち出されるところまでの実習を行い，実際に

手動させて頂き全く驚異の連続であった。

見学は，国立国会図書館をはじめ，東京工業大学，慶応医学情報センター、最新の設備を

誇る，日本科学情報センター，電々公社などを見学させて頂き，感銘するところ大であった。

（3）大学図書館と情報サービス

このテーマの前半は，講義に重点がおかれ，情報の世界的な動向，情報資料の増加とその

対策，一次資料と二次資料の特性とその利用法など，各分野別の講師によって、講義・解説が

なされた。

後半は，人文・社会科学系，理工学系，医学・生物学系の3グループに分かれ，二次資料

の解説，実務演習が行われた。私は人文・社会科学系のグループに参加し，東大総合図書館参

考室の資料を使用して，各人に与えられた参考質問の例題を，若さ、時間の経過するのを忘れ

て，実習し得たことは，今後の実務に大いに参考になるであろうし，非常に有益であった。

以上，紙数の都合上、主要科目についてのゑ簡単にその概略を紹介したに留まったが，詳

細については，後日配付される，大学図書館職員長期研修要綱(I),(11)によって読まれたい。

最後に，共同研究討議等を通して，各大学の実情や，日常業務の問題点等について，意見

の交換をしたり、青山会館での共同生活において，人的交流が出来たことは大変に有益であっ

たし，今後の情報交換にも大いに役立つことであろう。（附属図書館整理課整理掛長）

『昭和51年度図書館職員著作権実務講習会』に参加して

_一エーー

Bコ

1画］ 砂 瞳

昭和51年7月27～29日東京大学経済学部別館において、標記溝習会が開催され、これ

に参加させていただきましたので簡単に報告いたします。第1日は，普作権法概論、第2日は

概論，制度史，条約論並びに各論，第3日は，実務演習，という日程で行われました。テキス

（384）
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卜としては「著作権講習会テキスト」（文化庁文化部著作権課，昭和51年3月,P.63)と「著作権関

係法令集」（文化庁，昭和51年3月,p.212)が用いられましたが，これは，講習会前に受講生に送

付されてありました。3日間の講習のうち，中心はやはり図書館における複製，すなわち法第

31条でしたが，著作権法全般にわたり，かなり内容の豊富な講義，演習が行われました。

この講習会は，新法施行以後毎年開催されているとのことですが，科学技術，特に複写技

術，機器の進展，普及の現状は，新法成立当時の状況に更に拍車がかかり，従って，新法で予

測できなかった著作権問題が発生していることは事実です。多くの図書館では，一方で複写機

器の普及を歓迎し，他方で，その業務量の増大に悩まされつつあります。複写要求は更に図書

館を越え，私的複製がいたる所で可能になる事態を発生しつつあります。複写量が増えるとい

うことは，相対的に著作権者の経済的利益が侵されていることを意味します。

著作権法はいうまでもなく，著作者等の権利の保護が基本にあります。安易で経済的な複

製はとかく著作権の無視に直結しかねません。著作者等の権利の保護という目に見えない大き

な文化的政策・制度と図書館のいわばハデなサービス，複写サービスとの接点に私達図書館職

員が置かれていることを，この溝習会によって知り得たことが大きな収穫でした。

第19回北海道地区大学図書館職員研究集会に参加して

ﾉ6やへ－

1辻 川 郁夫

8月6日小樽商科大学を会場として開催された標記研究集会で「北海道大学に於ける外国

雑誌一括購入事務と問題点」というテーマで発表する機会を得ましたので，以下その概略につ

いて誌面を借りてまとめて見ようと思います。

昭和51年度本学の外国雑誌購入点数は約5,000点，約1億4千万円となる。この内，前金

払2,017点についての購入事務は附着図書館整理課学術情報資料掛で処理している。

外国雑誌の予約購入は本学では前金払と後金払とになっているが，ここでは前金払の一括

購入事務について説明したいと思います。

外国雑誌の購入はすべて前金払が建前となっているため,Agent(予約取扱い業者)である

書店のSubscriptionCatalogPriceはそれをもとに算出されている。従って後金払で購入する

と書店がユーザーに代って立替をすることとなり、当然のことながら金利等が考えられ高く

購入することとなる。このためにも前金払により一括契約をして適正な価格で購入する必要が

ある。又窓口を一つにすることは各部局等の少ない人iiで|司じ様な契約業務を重複して行うこ

とを避ける意味でも当然メリットがあると考､えられる。外国雑誌は第一に予約による以外購入

の方法はないのであるが，これは厳密な意味での予約制度ではない。

予約は，本来契約行為であるということであり，予約者であるユーザーと出版社との直接

契約として成立するのが本

来であろう。しかし現状で“‘Ⅷ’

はユーザーと出版社との間

にAgentが仲介して支払

手続を行っている。このこ

とを図で示すと次の様に

なる，

一?－－－．:1-一一

(予約汁
紬ぐ丁－7－

(385）

州欣＃’

＊この関係は||召和39年9月発行

の洋書輸入協会の資料によるも

のである。

△､‐亜'一‘一



楠蔭

1．予約本来の予約システム

現在の予約システムは次図に示す様に予約契約並びに支払等の手続をAgentが行ってい

るのが通常であるが，出版社によって契約条項が異っているので事務手続上担当者は知ってお

かなければならない。

（~x扇Fつ

級／
、ﾛ

rrr^ 05~蕨一瓦）
納入
--

1,,V｛)i(､(,，R〔､,,(､w〔,lCar(1，Cat(,log，その他

2現在の予約システム

以上のような特殊性を踏まえた上で，前金払として取扱う外国雑誌は次の目的と条件によ

って行なっている。

(目的）

1．物品の効率的な供用及び予算の効率的執行を図ること。

2．適正な価格統一を図ること。

3．契約業務の一元化と省力化を図ること。

(条件）

1．供給契約を締結しようとする年の1月から12月を単位として発行されるもの。

2．月刊雑誌の内契約年の前年の7月から翌年の6月を単位として発行されるもの。

以上の目的と条件により一括購入前金払が行われているが，欠号補充等の問題点が残され

ている，さきに述べた如く外国雑誌は出版社から直接ユーザーに送本され，個々に納入検収が

行われるため改善を要する点が多くあるがこれらは図書館と部局等が密接な連絡をとり解決し

なければならないことだと考えます。（附属図書館整理課学術情報資料掛）

、

◆1977年度外国雑誌購入について

1977年度外国雑誌の購入については，各部局より予約リストの提出を求め図書館学術情報

資料掛において過去の実績等により前金払と後金払との振分け，複数部数を購入しているもの

の発注先の統一化等の調整を行った結果総点数4,827点，3,131種類となり，その中前金払によ

るもの3,202点，1,820種類について予約契約を行った。予約状況等は次の通り。

、

1977年度外国雑誌一括購入前金払書店別（種類・点数）予約一覧

(386）

丸善株式会社

紀伊国屋書店

国際書 房

ナウ力書店
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合計
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外国雑誌一括購入前金払予約点数一覧表（書店別，部局別）

|ﾛ葛AGO|丸善株式会社|紀伊国屋書店|国際書房|…誰 ､合計

|“"’

|；
414(32)
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（）内は円建内数とすそ
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外国雑誌一括購入前金払予約点数一覧表(書店別･国別）

、

、

(388）

丸善株式会社

円建

紀伊国屋害雁

円建
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ナウカ

書店

合計

円建

95

69

’
‐
Ｉ
‐

’

1,401

42

Ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ

623

196

！
‐
Ｉ
１
ｌ
ｌ

１
１
１

５
８
３
５

４
５
５
１

９

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
‐
」
！

’
勾
孟
旬
「
〕
ｎ
ベ
リ
、
／
全
勺
０
ユ
勺
Ⅱ
ユ
で
０
ユ
、
〃
全
「
０
▲
属
ノ
ー
勺
Ⅱ
且
、
『
〕
「
Ⅱ
上
炉
ノ
ー

３
４
２
７

3

1

６
２
９
３
４
１
７

１
１
７

252

105

2｛

「
ヴ
ノ

5（

『
ｊ
〆
■
４
月
Ⅲ
ｌ
『
凸

角
園
】
一
■
■
■
■
■
『
国
弓
向
『
二

１
１
１
１

８
４

：

１
３
１
１

1673.03（

ｌ
‐
‐
｜
‐
ｌ
‐
‐
１
１
１
‐
１
１
‐

3,202

I

472122〔

472j22

’130

８
７
７

｜
証

１
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｊ
ｌ
Ｉ

48（

1［

2122］

67

17

115

1（

‐
１
１
１
‐
１
１
１
‐
ｌ
１
１

14621

28

288

92

19

167

31

’
１
１
１

Ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
１
１
１

16：

『
ｊ
〆
■
『
『
望

ｊ

ｆ

ｌ
１

２
１

９
３

19

2

18

13

１
１
１
１

2098］

1.001

‐
！

１

アメリカ

カナダ

イギリス

オランダ

フランス

西ドイシ

東ドィツ

オーストリア

オーストラリア

デンマ一ク

イタリア

スイス

スウェーデン

ベルギ一

ブインランド

インド

ニェージーランド

香 港

ソビヱト

チェコスロバキア

ポ－ランド

ル－マニァ

ノルウエー

171,322
一
三
、合

1,339
三
一
脚合総



No.42 11

1977年後金払い外国雑誌における在札四社（丸善・紀伊国屋・国際・ナウカ）

及びユー・エス・エシアテック社以外の円建誌名一覧表

No.I ｜代理店名｜円価｜購入部局雑誌名

溌獣|鯛舞踏
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